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夕暮れ対話集会（平野区） 堺1000人委員会が大阪市内で
住民投票宣伝

革新懇「大阪市なくすな」宣伝行動

各地の
取り組み

2020
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10月10日の御堂筋パレード

明るい会・よくする会共同記者会見

「都制度」は戦争遂行のために始まった。
再来を許さないと意見表明する学者ら

大阪医療問題連絡会のコロナ対策要望書提出と記者会見

なくしたらあかん大阪市アピール会見・大阪市北区

明るい会・よくする会、住民投票告示日出発式

対話・トーク宣伝（住吉区）

明るい会・よくする会団体地域活動者会議

「大阪市廃止に反対」のプラカードを掲げる人たち

「大阪都構想」の危険性・学者記者会見
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おんな・こどもをなめんなよの会「都構想」反対集会

此花区での街角説明会

中央区での大阪市廃止問題・平松邦夫さんと語るつどい

西淀川区都構想反対 「区民のつどい」

「住民投票よりコロナ対策を」街頭宣伝（福島区） よくする会西区民のつどい

新婦人「大阪市」なくしたらあかん！！ 「都構想」NO!宣伝 大阪市なくすな環状線宣伝

生野区連合振興町会長らと町会有志・女性部練り歩き
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心はひとつ大阪市なくすな！
10.1ネットワーク集会

堺サテライト会場 府内の会場とネットワークで結ぶ 報告する山中智子大阪市議
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明るい会・よくする会が「218億円」コスト増問題で会見

よくする会告示日宣伝（九条駅前）

住民投票告示日からの折り返しにあたって両会合同記者会見 市民有志「大阪のための緊急会議」

SOCs宣伝（天神橋筋六丁目）

住民投票勝利・市民と野党の共同街頭演説（大阪駅前）

平野区の街角トーク

「残そう、大阪」街頭演説 住民投票最終日・西淀川区内練り歩き
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御堂筋パレード

大型ビジョンカー大阪城公園前宣伝

日刊ビラ最終号宣伝（西区） 住民投票最終日・中央区役所前宣伝

「大阪市廃止」 否決の瞬間

「大阪市廃止」否決の瞬間

「大阪・市民交流会」の人たちもVサイン （中央区）

「反対多数確実」の速報が流れた瞬間
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５万回スポットを提起し、翌日には５０名での市役
所前宣伝を機敏に展開しました。こうした動きは
メディアも取り上げ「静かな住民投票」では済まさ
れない世論を形成する第一歩となりました。
　それだけではありません。５年前に大阪市を
守った市井の人々のエネルギーは蓄積され、当た
り前のように自らがビラをまき、訴えました。“なに
わの市民革命”“路地裏が主戦場”のたたかいが
５年前を上回るスピードと広がりを見せ、「近所で
配るからビラをくれ」「俺にも話をさせて」と飛び入
りでマイクを握る人など、駅頭でスーパー前で路
地裏で対話と行動参加が広がり、連帯と共感の
輪が形作られました。これに呼応した学者や研
究者、文化人やメディアの関係者などそれぞれ
の立場で声明やバナー、ＳＮＳを使った発信など
多様で重層的な共同が広がりました。組織として
も個人としても一人ひとりが自分の歩幅で行動し、
気持ちいい共同でした。政党も奮闘し、行政の
中でも市選管が「大阪市廃止の住民投票」と言
い切り、財政局も「基準財政需要額が２１８億円
増加」と発表し、行政としての矜持を保ちました。
　また、「都構想」になれば全てバラ色と描く維新
の宣伝にうさん臭さを感じ、押しつけでなく、「なん
となく賛成」や「迷っている」人との丁寧な対話が
大きな力を発揮しました。こうした路地裏などで
の地道な対話が、維新による金と権力にまかせ
た推進キャンペーンや新聞折込の連打に対抗し
て勝利した重要な要因の一つです。
　市民グループ「残そう、大阪」の石川愛さんは

「５年前は特に何もしなかったが、今回は路上に
出た。何となく賛成だった人と対話になるたびに、
よくぞ聞いてくれた！と思った」と語っています。
　この思いはきっと多くの人が共有しています。
この財産が維新政治を終わらせ、新しい大阪を
つくるたたかいに繋がることを確信し発刊の言葉
とします。

　「都構想」反対派の中でも「吉村人気のもとで
勝てるのか？」と危惧する声もあり、事実９月の世
論調査（ABCテレビ、JX通信社）では「都構想」
賛成49.1%、反対35.3％とほぼ14ポイントの差を
つけられ、彼らの目論見がこの時点では効果を
生んでいました。加えて、４億円とも伝えられる
潤沢な資金でテレビＣＭや新聞折込みを連打す
るとともに、前回と違い副首都推進局を軸に市政
を私物化し、「住民説明会」や「協定書説明パン
フ」、「大阪市広報」は推進一色で、「都構想」実
現でバラ色の大阪市を描き出しました。
　維新の会は自らの組織とお金、屈服した公明
党、私物化した行政組織、そして在阪テレビ局
を中心としたメディアなどをフル活用して、コロナ
禍であっても「静かな住民投票」（低投票率）で
一気に野望達成を試みました。
　これほどまでに用意周到な準備と計画を練り上
げ実施したにも関わらず、彼らが敗北した要因は
まさに「市民の力」を読み違えたことです。
　「明るい会」「よくする会」の構成員の中にも“吉
村人気”はあるが、コロナ禍のもとで２度目の住
民投票は絶対許せないとの怒りは蓄積していま
した。「協定書」を可決する９月３日の大阪市会
に向けて酷暑とコロナ禍のもとでも４万３千筆を超
える署名が提出され、夜には「明るい会」「よくす
る会」合同の代表者会議を開催、１００万対話や

　２度目の「住民投票」は前回以上のアドバン
テージが維新の側にありました。しかし、結果は
前回以上の差をつけて「都構想」は否決されたの
です。
　維新は５年前の「住民投票」で “橋下人気”
を背景に4,000億円の財政効果があるとうそぶき
「都構想」実現を訴えました。しかし、「大阪市を
なくすな」の一点で共同した広範な市民の運動
の前に維新の目論見は破綻しました。私たちは
勝利の要因を「３つの力」（論戦の力、共同の力、
草の根の力）として総括しました。
　今回維新は、２０１９年の統一地方選挙の勝
利を背景に、「ラストチャンス」とした看板を投げ捨
て2度目の「住民投票」を用意周到に準備し強行
しました。まず、公明党を「密約の暴露」と「選
挙で対立候補を立てる」との恫喝で屈服させ、自
民党府議団の一部の動揺も誘い、法定協と議
会を動かしました。新型コロナウイルスの感染拡
大が続くなか吉村知事が「大阪モデル」などを打
ち出し、連日テレビへの露出度を高め“吉村人気”
を作り上げました。国のコロナ対策のまずさもあっ
て好感度が高まり、５月には「最も評価する政治
家」のトップに維新・吉村知事が上がりました。（５
月６日毎日新聞）こうした背景のもと維新は、コロ
ナ禍であっても「住民投票」実施のための準備を
着 と々進めました。

記録集発刊に
あたって

明るい民主大阪府政をつくる会・大阪市をよくする会
共同闘争本部事務局長

大原 真
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大阪市における特別区の設置についての
投票の開票結果 （2020年11月1日）

開票結果をめぐって各紙の社説から
●政令指定都市の大阪市を廃止してよいと思えるほど、都構想によって大阪が成長するとは確信が持てなかったという
　ことだろう。（２日「日経」）
●都構想の分かりにくさに加え、維新の強引ともいえる手法も反発を招いたのではないか。都構想実現の一手として
　昨春には維新幹部による大阪府知事と大阪市長の入れ替えダブル選という奇策にも打って出た。（２日「産経」）
●５年前に続く、市民からの２度目の「ノー」である。維新は推進してきた構想を断念し、現行制度を前提に課題の解決
　に取り組まなければならない。（２日「朝日」）
●「住民サービスの低下」を危惧する声は強かった。新型コロナウイルスの影響で税収の落ち込みが予想されるのに、
　維新は特別区になってもサービスは維持されると説明した。税収減などを考慮した試算を最後まで出さず、市民の
　不信感を払拭できなかった。（３日「毎日」）
●新型コロナウイルスの流行で住民向け説明会は開催が限られた。産業の振興策や近隣府県との連携強化など、大阪の
　青写真が具体的に語られる機会は少なかった。市民は、都構想の必要性が理解しにくかったのではないか。（３日「読売」）

大阪市計

北　区

都島区

福島区

此花区

中央区

西　区

港　区

大正区

天王寺区

浪速区

西淀川区

淀川区

東淀川区

東成区

生野区

旭　区

城東区

鶴見区

阿倍野区

住之江区

住吉区

東住吉区

平野区

西成区

1,057,668

52,285

40,725

29,769

26,346

37,964

37,922

32,378

26,395

27,519

27,420

38,537

72,720

69,922

30,943

40,938

35,736

65,484

42,192

40,523

47,792

58,341

51,210

74,204

50,403

1,148,062

56,629

45,607

33,801

27,956

43,981

44,210

34,299

27,663

33,399

26,185

40,089

75,207

72,610

34,785

44,442

39,801

73,707

47,810

49,016

52,362

67,832

57,844

83,863

34,964

2,205,730

108,914

86,332

63,570

54,302

81,945

82,132

66,677

54,058

60,918

53,605

78,626

147,927

142,532

65,728

85,380

75,537

139,191

90,002

89,539

100,154

126,173

109,054

158,067

85,367

637,235

31,940

26,121

18,899

15,739

21,893

22,588

20,089

16,030

18,836

12,796

22,858

41,247

38,614

19,372

23,393

22,710

43,042

26,803

28,421

29,586

36,557

31,550

43,678

24,473

738,078

36,239

30,652

22,286

18,031

26,905

27,487

23,119

18,304

23,253

13,020

25,872

45,286

43,031

22,699

27,068

26,537

50,472

31,889

35,279

34,719

44,366

37,298

53,079

21,187

1,375,313

68,179

56,773

41,185

33,770

48,798

50,075

43,208

34,334

42,089

25,816

48,730

86,533

81,645

42,071

50,461

49,247

93,514

58,692

63,700

64,305

80,923

68,848

96,757

45,660

60.25

61.09

64.14

63.49

59.74

57.67

59.56

62.05

60.73

68.45

46.67

59.31

56.72

55.22

62.61

57.14

63.55

65.73

63.53

70.14

61.91

62.66

61.61

58.86

48.55

64.29

63.99

67.21

65.93

64.50

61.17

62.17

67.40

66.17

69.62

49.72

64.54

60.22

59.26

65.26

60.91

66.67

68.48

66.70

71.97

66.31

65.41

64.48

63.29

60.60

62.35

62.60

65.76

64.79

62.19

59.55

60.97

64.80

63.51

69.09

48.16

61.98

58.50

57.28

64.01

59.10

65.20

67.18

65.21

71.14

64.21

64.14

63.13

61.21

53.49

675,829

38,207

29,758

22,017

15,741

24,766

26,824

18,491

15,911

20,042

13,294

22,971

47,415

40,862

20,771

24,142

23,123

46,976

29,842

28,578

31,150

36,242

32,404

43,930

22,372

692,996

29,689

26,805

19,007

17,866

23,814

23,026

24,527

18,278

21,853

12,435

25,511

38,688

40,375

21,102

26,085

25,894

46,121

28,555

34,814

32,838

44,287

36,098

52,307

23,021

49.37

56.27

52.61

53.67

46.84

50.98

53.81

42.98

46.54

47.84

51.67

47.38

55.07

50.30

49.60

48.07

47.17

50.46

51.10

45.08

48.68

45.00

47.30

45.65

49.29

50.63

43.73

47.39

46.33

53.16

49.02

46.19

57.02

53.46

52.16

48.33

52.62

44.93

49.70

50.40

51.93

52.83

49.54

48.90

54.92

51.32

55.00

52.70

54.35

50.71

区名 男 女 計 男 女 計 男 女
当日有権者（人） 投票者数（人） 投票率（％）

計
賛成票
（％）

反対票
（％）

賛成率
（％）

反対率
（％）

大阪市計

北　区

都島区

福島区

此花区

中央区

西　区

港　区

大正区

天王寺区

浪速区

西淀川区

淀川区

東淀川区

東成区

生野区

旭　区

城東区

鶴見区

阿倍野区

住之江区

住吉区

東住吉区

平野区

西成区

2,104,076

94,128

82,237

56,798

54,470

71,819

70,287

66,673

55,159

54,774

48,936

75,827

138,515

136,353

61,085

83,886

74,371

132,091

85,852

85,354

100,867

123,549

105,456

155,527

90,062

2,205,730

108,914

86,332

63,570

54,302

81,945

82,132

66,677

54,058

60,918

53,605

78,626

147,927

142,532

65,728

85,380

75,537

139,191

90,002

89,539

100,154

126,173

109,054

158,067

85,367

101,654

14,786

4,095

6,772

-168

10,126

11,845

4

-1,101

6,144

4,669

2,799

9,412

6,179

4,643

1,494

1,166

7,100

4,150

4,185

-713

2,624

3,598

2,540

-4,695

1,406,084

61,248

57,011

38,984

36,606

45,157

45,416

44,933

37,988

39,316

25,850

52,186

87,848

85,064

41,550

54,822

51,402

92,850

59,833

63,134

70,314

84,946

71,764

103,518

54,344

1,375,313

68,179

56,773

41,185

33,770

48,798

50,075

43,208

34,334

42,089

25,816

48,730

86,533

81,645

42,071

50,461

49,247

93,514

58,692

63,700

64,305

80,923

68,848

96,757

45,660

-30,771

6,931

-238

2,201

-2,836

3,641

4,659

-1,725

-3,654

2,773

-34

-3,456

-1,315

-3,419

521

-4,361

-2,155

664

-1,141

566

-6,009

-4,023

-2,916

-6,761

-8,684

66.83

65.07

69.33

68.64

67.20

62.88

64.62

67.39

68.87

71.78

52.82

68.82

63.42

62.39

68.02

65.35

69.12

70.29

69.69

73.97

69.71

68.75

68.05

66.56

60.34

62.35

62.6

65.76

64.79

62.19

59.55

60.97

64.80

63.51

69.09

48.16

61.98

58.50

57.28

64.01

59.10

65.20

67.18

65.21

71.14

64.21

64.14

63.13

61.21

53.49

-4.48

-2.47

-3.57

-3.85

-5.01

-3.33

-3.65

-2.59

-5.36

-2.69

-4.66

-6.84

-4.92

-5.11

-4.01

-6.25

-3.92

-3.11

-4.48

-2.83

-5.50

-4.61

-4.92

-5.35

-6.85

-10,741

11,018

3,464

4,319

-1,275

3,679

6,934

-1,941

-4,565

-2,488

1,374

-4,667

9,663

2,048

22

-3,794

-4,903

944

107

-2,012

-3,696

-7,327

-3,243

-10,887

-3,515

-17,167

8,518

2,953

3,010

-2,125

952

3,798

-6,036

-2,367

-1,811

859

-2,540

8,727

487

-331

-1,943

-2,771

855

1,287

-6,236

-1,688

-8,045

-3,694

-8,377

-649

-6,426

-2,500

-511

-1,309

-850

-2,727

-3,136

-4,095

2,198

677

-515

2,127

-936

-1,561

-353

1,851

2,132

-89

1,180

-4,224

2,008

-718

-451

2,510

2,866

49.62

59.00

53.00

55.60

48.30

54.10

57.70

47.80

44.00

46.80

52.70

45.50

55.50

51.20

50.00

46.50

45.20

50.50

50.10

48.40

47.40

45.70

47.70

44.70

46.80

区名 2015 2020 増減 2015 2020 増減 2015 2020
有権者数 投票者数 投票率（％） 票差 賛成率（％） 反対率（％）

増減 2015 2020 増減 2015
49.37

56.27

52.61

53.67

46.84

50.98

53.81

42.98

46.54

47.84

51.67

47.38

55.07

50.30

49.60

48.07

47.17

50.46

51.10

45.08

48.68

45.00

47.30

45.65

49.29

2020
50.38

41.00

47.00

44.40

51.70

45.90

42.30

52.20

56.00

53.20

47.30

54.50

44.50

48.80

50.00

53.50

54.80

49.50

49.90

51.60

52.60

54.30

52.30

55.30

53.20

2015
50.63

43.73

47.39

46.33

53.16

49.02

46.19

57.02

53.46

52.16

48.33

52.62

44.93

49.70

50.40

51.93

52.83

49.54

48.90

54.92

51.32

55.00

52.70

54.35

50.71

2020
0.25

2.73

0.39

1.93

1.46

3.12

3.89

4.82

-2.54

-1.04

1.03

-1.88

0.43

0.90

0.40

-1.57

-1.97

0.04

-1.00

3.32

-1.28

0.70

0.40

-0.95

-2.49

増減

2015年住民投票と2020年住民投票 得票比較

出口調査結果より
■「大阪都構想」反対の理由 ■大阪住民投票調査

■賛成・反対の推移と理由
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　「大阪市廃止・特別区設置」の是非を問う２
度目の住民投票が、２０２０年１１月１日に行わ
れました。

賛成６７万５８２９票（得票率４９.３７％）
反対６９万２９９６票（得票率５０.６３％）

（投票総数137万5313票　投票率62.35％）

　反対票が１万７１６７票上回り、再び大阪市
廃止＝「都構想」を否決する歴史的結果となり
ました。前回２０１５年と比べ、東成区が新た
に反対多数となり、「賛成多数」となった行政区
でも、多くの行政区で前回よりも反対が得票率
をあげ、賛成に迫りました。
　午後１０時４３分、ＮＨＫが「反対確実」テロッ
プを流した瞬間、「明るい民主大阪府政をつく
る会」「大阪市をよくする会」が共同で設けた
開票記者会見場では大きな歓声があがり、喜
びの涙と笑顔に包まれました。荒田功・福井
朗両会事務局長は、「大阪を愛する市民の気
持ちがこうして一つの結果を生んだことは、明
日の大阪をつくっていく大きな希望につながる」
と勝利声明をのべ、山中智子日本共産党大
阪市議団長は「これで本当にノーサイドにして、
賛成を投じたみなさんを含め、暮らしを守る自

治体にもどし、『大阪市を残してよかった』といえ
るようにスタートしたい」と語りました。
　この勝利は､ 何よりも「大阪市民の良識の
力」「共同の力」が発揮されたものにほかなり
ません。
　両会の構成団体、地域連絡会からも、「会
の宣伝・対話が、諸団体や市民を励まし、ま
た私たちも励まされ、共鳴が広がるたたかい
でした」「力関係で言えば、有利な闘いではな
かったが、コロナ禍で政治がはたすべき役割
とは何かを市民に問いかけ、『都構想』の本質
と大阪市の権限・財源をいかした『市民のた
めの政治の実現』を呼びかけ続け、手応えを
得た」などたくさんの感想が寄せられています。
　「明るい会」「よくする会」のすべての構成
員のみなさん、ともに立ち上がった広範な市
民団体、市民のみなさん、各界著名人の方々、
府内はもとより近畿・全国各地からの支援者
のみなさん、すべての奮闘が結実した歴史
的勝利でした。改めて心からの感謝と敬意を
表します。
　この大阪の勝利は、安倍・菅政権で最悪
の補完勢力ぶりを示す維新に痛打を与えるも
のとして、全国的にも大きな反響を呼びました。

住民投票の結果──

大阪市民の良識と
共同による歴史的勝利

「協定書」を議決しました。私たちは、「住民
投票より､ コロナ対策を」と声をあげましたが、
８月２８日に府議会で、９月３日には大阪市議会
で採決を強行し、維新・公明の多数で可決。
１１月１日の住民投票実施が決まりました。
　私たちは、７月に「私たちが『住民投票』
に反対するのは、コロナ禍から命とくらしを守
り、より良い大阪をつくるためです」と打ち出し
た「大阪市をよくする会」機関紙を全戸配布し、

「大阪市を廃止する『協定書』の採決を止め、
コロナ対策に全力を！」の陳情署名運動を呼び
かけるなどの運動を広げました。
　また両会合同の団体・地域代表者会議は９
月３日、１０月１２日、最終盤の１０月２６日には
両会活動者会議としてエル・シアターで開き、
住民投票をたたかう構えと方針を確立して全
力をあげました。
　両会の提起を受けて、各地域・団体では

「毎週火曜日を結集・作戦会議とし、大小

　２０１９年のダブル選挙後、公明党の屈服な
どによって再び住民投票が必至となるなかで、
「明るい会」「よくする会」は2019 年、「都構
想ノー！豊かな大阪をつくる１１・２７府民のつ
どい」（エル・シアター）を開きました。１２月９
日には両会合同の団体・地域連絡会代表者
会議を開催。また両会による「共同闘争本部」
を本格的に再開し、維新がすすめるカジノ誘
致に反対する活動と一体に、「カジノ反対で維
新を包囲し、住民投票で政治的決着を」と、
毎月の「宣伝ゾーン」の提起や両会が発行した

「未来パンフ」の配布、学習などの活動をす
すめてきました。
　2020年２月以降、新型コロナウイルスの感
染が拡大するなかで、私たちの活動も困難を
伴いました。ところが、維新府・市政はコロナ
禍にかかわらず「法定協議会」の開催を重ね、

9月3日　よくする会・明るい会合同団体・地域代表者会議

よくする会・明るい会合同団体・地域連絡会代表者会議（10月12日）

「共同闘争本部」として
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の学習会を２５回開くとともに９月には平松邦
夫元大阪市長とともに考え、語る会を開催。
区独自の自治体学校では『子どもの成長と大
阪の未来』をテーマに若いママ、パパを対象
に取り組み３９名が参加した」「大学習集会を
８月１日に開催し、９月に団体・地域代表者
会議で住民投票に向け、『基本的な考え方と
構え』『運動の目標と方針』『地域センター配
置と任務分担』などを意思統一した」など臨
戦態勢を固めていきました。
　１０月１日に開催した「大阪市なくすな　心は
ひとつネットワーク集会」は大阪市中央公会堂
をメイン会場にし、８カ所のサテライト会場を府
内に設けて開催。ここには小西禎一元府副知
事、平松元大阪市長、尾辻かな子・立憲民
主党衆院議員、長崎由美子・社民党府連代
表、日本共産党の清水ただし衆院議員、山
中智子市議団長もかけつけ、両会と市民団
体、立憲野党、市民が一つにつながる集会と
なりました。
　「共同闘争本部」として臨時事務所を大阪
グリーン会館に構え、組織運動、政策宣伝、
総務などの常駐体制づくりに力を入れました。
こうして、大阪市内２４行政区連絡会と構成
諸団体、府内の連絡会が一つになって、運
動を進める体制をきずきました。

　住民投票でもっとも際立ったのは、「大勝」を
もくろみ、驕る松井市長、吉村知事ら維新に
たいして、「大阪市をなくしてはならない」という
市民の声が高まり、政治的立場を越えた共同
が日増しに広がったことでした。
　「投票所前で女性が手書きの『大阪市をなく
さないでください』ポスターをかかげて立ってい
た」「日刊ビラ宣伝の際、一人の青年が『この

原稿を読んで下さい』とやってきた。ハンドマイ
クで紹介すると、『スッキリしました。一人では
ハンドマイクでしゃべれないので』と感想を語っ
た」「天王寺在住の元大学教授がチラシを配り
たいと連絡され、ご夫婦でビラまきをしてくれた。
別の男性がビラまきを手伝いたいと２０００枚の
ビラを持ち帰りマンションに入れてくれた」「毎日
がドラマティックであった。ある女性は『この町
が好きだ』と手書きのチラシを作成し、配って
歩いた。徹底して市民を信頼し、市民が動く
たたかいをと一丸となって、『反対』表明した市
民に『チラシ５枚セット』を渡し、配布依頼した」
――こうした光景は、どの行政区でも見られま
した。
　維新は、2019年のダブル選挙での「大勝」
後、一つは、公明党に態度を豹変させ、野
合すること、いま一つは、市役所をまるごと「維
新出張所」であるかのように私物化し、「市役
所ぐるみ」の体制をとるなかで、住民投票での

「大勝」をもくろみました。
　しかし、これらは逆に､ 大きな墓穴を掘りま
した。

　「維新・公明野合」は、議会の数の上で多
数を占めたものの、大きな矛盾とあつれきを招
きました。「法定協議会」では公明の要求を丸
呑みしたために、「前回からのバージョンアップ」
どころか、破たんがあらわなものになりました。
「住民サービス」をめぐっては公明党の言い分
で「特別区設置時点ではいまのサービスを維
持」「その後は努める」と「協定書」に書きました
が、その財源保障は何もないことや「住民サー
ビス向上」は書き込めなかった姿がさらけださ
れました。また「自治体の体」をなさない「中之
島合同庁舎」案――「特別区」それぞれの新
庁舎を建てず、現大阪市役所に間借りすると

いうもの。その自治体エリアに庁舎がないのは
日本では離島以外にない――も、「維新・公明
合作」の悪しき象徴でした。
　また維新は公明の助けを借りるもとで、これ
まで得意になってすすめてきた「反対勢力は野
合」などの批判はすっかり影を潜めました。
　前回は反対していた公明党の豹変に、支
持層の反発は大きく、維新は山口公明党代表
の来阪を要請し、合同街宣などをすすめまし
たが、あつれきは逆に大きくなり、住民投票で
は、公明党支持層の半数以上が「反対」に投
じました。

　「市役所ぐるみ」も同様です。
　前回は３０数回実施された「住民投票説明
会」は４回に限定され、中身は推進派の主張
一辺倒で、前回には配布された「法定協議会
における反対意見」などの資料は一切配られ

ませんでした。大阪市発行による数十ページ
にのぼる「説明パンフレット」は維新の主張をそ
のまま紹介するものでした。
　さらに維新は告示前には、「反対派」の主張
はすべて「デマ」として、「質問はこちらへ」と大
阪府市副首都推進局の電話番号を大書して
ビラにのせました。大阪市立保育所で維新の
全面広告が掲載された広報誌を無料配布し、
あわてて「回収指示」がだされたり、副首都推
進局職員が、市の動画編集は「賛成に誘導
する」ためと口走る一コマもありました。
　「明るい会」「よくする会」は、これらは行政
の中立性を侵し、大阪市役所を「維新の中之
島出張所」にし、府市職員を「維新の奉仕者」
にするものだと副首都推進局にも申し入れ、２
回の記者会見で厳しく抗議、批判しました。
　しかし、街頭でも「反対派の宣伝はすべて
デマ」と叫ぶ維新の姿は、市民の異論や批
判を排除する独善と強権の体質をさらけだし
ました。

おごる維新ｖｓ市民の
良識のたたかい

「維新・公明野合」がもたらした矛盾

市役所ぐるみへの大きな批判

「特別区設置協定書」住民説明会［第１回］（9月26日）
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　「維新の『メリットしかない』という宣伝に、市
民は『世の中、メリットしかないものなど存在し
ない。何か胡散臭い』と感じ始め、『反対派の
意見を聞いてみよう』となった。この変化をとら
えて、 情報提供に徹したことは功を奏した」と
現場から報告が寄せられています。
　最終盤、大阪市財政局が「大阪市を４つに
分割すると、国からの地方交付税が２１８億円
不足する」とする試算を示し、メディアが大きく
報道すると、松井市長らが狼狽し、「メディアの
誘導」「財政局長の捏造」だと激しいバッシング
をあびせました。これまで隠し続けた数字が明
るみにでたことに加え、逆ギレしてパワハラま
がいのバッシングを行う光景に、若い層などか
ら大きな反発を招きました。
　市民の良識が維新を追いつめ、打ち破る
流れは世論調査にも現れました。９月下旬の
世論調査では、賛成・反対の差が最大１４ポ
イントありました。それが１０月上旬には約３ポイ
ント差までに縮まり、１０月下旬には文字通り拮
抗する状況にまで追い上げ、最後の最後に逆
転しました。

　「明るい会」「よくする会」の活動は、市民の
良識と行動を後押しし、共同を広げ、維新を
追いつめるうえで大きな役割を発揮しました。
住民投票の論戦では、市民の良識をリスペクト

し、「反対」を押しつけるのではなく、「情報提供
型」の宣伝に徹しました。また、大阪市の権
限・財源を活かしてこそできる前向きな提案を
示し、維新政治とは異なる「もう一つの選択肢」
を示すことを重視しました。
　各地から、次のような報告が寄せられます。
 ― 「これほど変化を感じる選挙はなかっ
た」という感想が多く寄せられている。「近所
に配るのでもっとビラをください」という方が何人
も生まれ、公明党支持者でも気持ちの良い対
話になるなどの経験は今までになかった。「反
対」と訴えるだけでなく、「わからない」「考えた
い」「よく知りたい」 という思いにこたえた活動
が共感を生んだ。
 ― 維新の横暴勝手が激しかったが、そ
れに対する反論ではなく「事実を情報として提
供し対話する」というこちらの方針が、重要な
局面を切り拓いた。
 ― 情報提供という角度での宣伝・対話が、
正確な情報を求める有権者の思いとかみあっ
た。対話の中で「賛成」や「よくわからない」が

「反対」に変わった経験も多く生まれた。
　論戦では、次の３つの焦点がクッキリと浮か
び上がりました。
　①大阪市の廃止か、１３０年の歴史を持つ
　　大阪市の存続か。
　②権限・財源を奪われ住民サービスの低下
　　か、大阪市の力を生かした拡充か。
　③コロナ禍でもカジノ・インバウンド頼みか、
　　いのちと暮らし最優先に転換するのか。
　「大阪市の廃止」問題は、今回は投票用紙
にも「大阪市廃止・特別区設置の住民投票」
と明記され、選管の啓発ポスターなどでも徹底
されました。
　維新の松井代表は、なお「大阪市の廃止」
を口ごもっていましたが、昨年のダブル選でみ
せた「大阪市が廃止されるというが、この目の
前のナンバの広場はなくならない」などと陳腐な

「反論」はできなくなりました。
　「会」は、のぼりやプラスターはもとより、あ
らゆる宣伝物で「大阪市をなくすな」とつきだし、
「日刊ビラ」には、毎回「大阪市今昔物語」も
いれて、大きなキャンペーンをはりました。
　「住民サービス低下」問題では、当初、維
新は「いまのサービスを特別区でも維持する」と
宣伝しましたが、「協定書」にあるのは「特別区
設置時（２０２５年１月１日）は維持」「その後は、
維持に努める」とあるだけでした。
　両会が発行した「まるわかりパンフ」では、①
特別区は財源を府に吸い上げられる、②設置
コストに１,３００億円かかる、③分割によって地
方交付税が２００億円減らされ、不足する。住
民サービスは削らざるを得ない―ことを打ち
出していました。これは「まるわかりパンフの大量
活用は良かった。全体として大事なメッセージを
伝えられた」「『１,０００部のまるわかりパンフがほ
しい』と訪ねてきた方がいた」などと好評でした。
　批判におされた維新は、告示後にわかに「住

民投票公報」で「住民サービスの充実へ」とい
いだし、ポスターやビラでは「ぐ～んとＵＰ」など
と宣伝しました。
　しかし、今度は、その財源がテレビ討論な
どで大きな焦点になりました。
　維新の反論の１つは「設置コスト１,３００億
円」というが、つくらないといっている「新庁舎
分」を盛り込んでいるではないかというものでし
た。しかし、法定協議会での議論では、つく
らないのは特別区設置時点であり、「中之島
合同庁舎」のひどさから、公明党が「将来は
必要」とのべ、法定協議会の会長まとめなどで

「区長・区議会を拘束しない」こと、その費用
負担のルールまで決めていたことを明らかにし
てきたのです。
　２つは、「地方交付税２００億円不足」問題
で、松井市長らはその試算を隠し続けていま
した。しかし、市財政局が大阪市を４分割し
たなら「２１８億円」と試算をだしたことを１０月
２６日に「毎日」が報道、一気に明るみに出まし

論戦の力―
真実の情報を伝え続けて

よくする会・明るい会「大阪市は、住民投票の公正・公平を確保せよ！」
緊急記者会見（10月16日）

ラストサンデー宣伝（10月25日）
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た。維新は国会でも「毎日の大誤報」と叫び、
「市財政局長の『捏造』」と「反撃」しましたが、
かつては法定協議会で知事・市長が「２００～
８００億円」の数字をだしていました。市長の
責任は不問にしたまま、メディアと財政局長を
批判するやり方に大きな批判が生まれ、墓穴
を掘りました。
　両会は、１０月３０日に「住民サービス問題を
めぐる論戦と維新による異常事態について」の
緊急記者会見もおこない、「日刊ビラ」最終号は
この問題を特集して４０万枚発行するなど、イ

ンパクトがある宣伝をすすめました。この問題
は、街頭でも、市民が「基準財政需要額がね
…」と専門用語も使いながら対話をするなど、
大きな話題になりました。
　「成長戦略」問題は、コロナ問題もあり、維
新が昨春のダブル選まで叫んでいた「大阪の
成長を止めるな」は言えなくなりました。代わり
にだしてきたのが「嘉悦学園」試算「１０年間で
１.１兆円効果」でしたが、まゆつばぶりが際
立ちました。
　両会は、カジノ頼み、インバウンド頼みの「成
長戦略」の転換を強くおしだしました。同時に、
批判にとどめず、前向き提案の展開として、「ま
るわかりパンフ」では、「『特別区』設置コスト
１,３００億円を別につかえば」として、「子ども医
療費窓口負担ゼロ」や「介護保険料引き下げ」

「３０人学級」の道が開けることをうちだしまし
た。最終盤のビラでは「ホップ・ステップ・ジャ
ンプ」として、①コスト「１,３００億円」の活用、
②大阪市が本来もつ財政力の発揮――９０年

　草の根の力を発揮した宣伝・組織活動では、
両会が結集を取り始めた９月初めから、各地
域連絡会と団体を合わせて、①行動者はの
べ約７万人、②約４５万市民と対話、③スポッ
ト宣伝は約５万８千回、④学習会などは約３,
５００回（参加総数２１,０００人）となっています。
　とくに宣伝戦では、８ページだての「住民
投票まるわかりパンフ」を１４０万枚発行したの
をはじめ、９種類の全戸配布ビラや分野別ビ
ラ、新聞折り込み、１４日間にわたって展開し
た「日刊ビラ」など、総数は８００万枚近くにな
り、構成団体が独自に配布したビラを加えると
１,０００万枚を超える規模になりました。
　なかでも「日刊ビラ」（日刊つくろう未来　ＯＳ
ＡＫＡ　ＣＩＴＹ）は、告示翌日の１０月１3日から
平日の１４日間、約１００カ所の駅頭などで「日
替わりビラ」を配布する作戦でした。
　「同じ場所、同じ時間帯の宣伝は、訪れる
人をつくり、積極的な支持表明と市民の参加
を促した」「日刊ビラは大型宣伝カーにない力
を持っている、勝利に導く導火線。配る側も、
受け取る側も楽しかった。日を重ねるごとにど
んどん受け取りがよくなった。大阪の歴史コー
ナーがよかった。１３０年の歴史と重み感じた。
壊させないぞと思った」「配り手に『毎日が楽し
み』と言わせる内容で非常に良かった」などの
感想がでています。
　ＳＮＳを広く活用し、両会のＨＰに「特設サイト」
を設置し、１０本以上の動画、１５人の著名人
のバナーを作成しました。また、１１種類のプラ
スター、のぼり４種類、ポテッカーなど、目に見
え、対話ができる宣伝物を作成しました。「ポ
テッカーは、ゼッケンにしたり自転車に取り付け
たりして活用。住人から分かりやすいと高評価
だった」と語られています。
　組織戦では、「１００万人対話」運動を中心に

代のバブル期の巨大開発の債務もほぼ返還。
新たなムダをやめれば、大きな力に。③さらに
安心の社会保障、教育、防災などへの税金
投入で経済効果、とまとめてうちだしました。
　住民投票では、１０回のテレビ討論がかわさ
れました。また大阪青年会議所や「ニコニコ生
動画」、ＡＢＣネットなどでも討論会がありました。
テレビ討論では「賛成派の松井市長＋公明ｖｓ
反対派の自＋共」の構図でした。市民を二分す
る「反対派」の代表として山中智子市議が論陣
をはりました。これには「見ている人も多かった。
都構想の問題点、協定書に対する疑問もよく分
かったのではないか」「見た人から『中味も取り上
げ方も良かった』『次回も楽しみ。みんな見て』と
反応があった。みんなを励ました」「松井市長と
公明党の横柄な態度が視聴者によくわかったの
ではないか」などの感想が寄せられました。
　連日発行された「政策宣伝ニュース」も日々
の論戦の進展や対話のポイントをズバリと示し
ていきました。

草の根の力を発揮して
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据えました。スポット宣伝やビラまき、駅前やスー
パー、そして路地裏で「対話」が広がりました。

「大阪市がなくなる」「政令市大阪市の権限と
財源が府に吸い上げられ、住民サービスは低
下する」など「都構想」の本質を伝え続けました。
　各地域でも「地域及び新婦人の合同で『空
堀商店街』空き店舗を３日間連続借り切って

『からほりサロン』に取り組み、シール投票、
対話宣伝などを展開しました。８００人以上の
人と対話したのは圧巻」「地域独自にポスター
をつくり１,０００枚張り出しに取り組みました。『１
回の宣伝で１８枚を持って帰ってもらえた』と、
大きな反響をよんだ」「区独自のビラをつくった
ら好評で、全戸配布しようとなってすすめた」
などの活動がすすめられました。
　投票日当日は、３６５カ所の投票所前でスタ
ンディングや宣伝カーを走らせました。電話に
よる棄権防止活動、知人・友人・つながり、
地域を回り投票を呼びかけました。

　両会の奮闘とともに、「大阪市廃止反対」の
市民共同が大きく拡がりました。１０・１ネットワー
ク集会での各界からのエールに続いて、２００
人を超える学者・文化人アピール、著名な１５
氏の激励メッセージのバナー、絵本作家・長
谷川義史氏のライオン像ポスターなど、力強く
楽しいメッセージをいただき勇気と元気をもらい
ました。
　多くの市民団体が「大阪市廃止反対」で奮
闘し、地域では市民一人ひとりが手作りポス
ターやビラで行動に立ち上がりました。１０月
３１日には梅田で市民と野党の共同街頭宣伝
も行われました。
　各地域では、「連合町会長に申入れると、歓
迎してくれた。ある地域では反対決起集会を

開き、地域連絡会幹部に参加申し入れがあ
り、話をさせてもらった」「区内１００人の町会
長訪問を行い、『自民支持層のなかで賛成が
多い』との報道を受け、再度訪問した」「連絡
会で１６の連合町会長を訪問し、交流した。コ
ロナ禍での住民投票に対する怒りは大きく、町
会長の連名で『住民投票はするな』『投票所
事務の協力はしない』と要望を市役所に提出し
た」「町会長訪問をする中で、『自民党よりあん
たらの方が頼りになる』という役員もいた」と報
告されています。
　住民投票のたたかいでは、一部のメディア
は「反対派は前回のような一枚岩になっていな
い」と冷ややかな論評もありました。しかし、そ
れはまったく皮相的で、各団体、政党と市民
が文字通り「大阪市廃止を許さない」という目
標と「お互いがそれぞれでがんばる」という共
同の意思が鮮明なスクラムを組み、それぞれ
の持ち場で多彩な行動をくりひろげました。だ
からこそ「１+１」が「３」にも「４」にもなり、「多数
派」をつくって勝利しました。それは大阪にお
ける共同の新たな到達点をきずくものでした。

　住民投票において「明るい会」「よくする会」
は、①一貫して維新・「都構想」と対峙してき
た団体にふさわしく、「住民投票」でも正面対決
し、②「都構想」の問題点を的確に衝く点でも、
いまの大阪市を活かしてどういう方向をたどる
かという前向き提案という点でも論戦の先頭に
たち、③「日刊ビラ」作戦にみられる草の根の
組織力を発揮し、市民と野党の共闘のカナメ、
市民とのかけはしという点でも、大きな役割を
発揮しました。
　同時に、さまざまな課題も浮き彫りになってい
ます。
　住民投票結果を受けて、松井市長は大阪

維新の会代表を辞任し、市長任期終了後の
政界引退を表明しました。吉村知事も、「自分
が三度目の都構想に挑戦することはない」との
べています。
　しかし、その舌の根も乾かないうちに、翌
年の２月議会に「府市広域行政の一元化条例
案」と「８区総合区案」を提出する意向を表明し
ました。これは「大阪市を廃止」することにきっ
ぱり反対し、「大阪市を残し、政令市としての
権限、財源を市民の命と暮らしを守るために
活用する」と審判を下した市民の民意に真っ
向から逆らうものです。また、地方自治法の規
定や都道府県から市町村への権限移譲という
地方分権の流れにも背くものです。
　「明るい会」「よくする会」は、この無法な企
みを断固としてストップさせます。「カジノ誘致」
も断念させるところまで追いつめましょう。
　住民投票でかかげた「新型コロナ対策」「保
健・医療・福祉の抜本的拡充」「２０人学級」
などを政令市としての権限・財源を使い、す
すめることも急務です。住民アンケートや各種
署名などの運動を積み上げ、対府交渉、対市・
区交渉なども日常的に展開していきましょう。
　「二重行政解消」論や「大阪の成長」論な
ど、維新がふりまき、なお大きく残る虚構、幻

想を日常的に、府民的に解く活動も重要です。
また、維新府政・市政を転換するための府民・
市民の共同を、住民投票での経験と教訓をもと
に、さらに壮大に発展させなければなりません。
　そのためにも、「明るい会」「よくする会」の力
量をさらに引き上げ、維新のさまざまな策謀を
打ち破るとともに、府・市政の抜本的転換を担
うにふさわしい共同組織へと成長することです。
　２０２１年には必ず解散・総選挙がたたかわ
れます。２０２２年には参院選、そして２０２３年
にはいっせい地方選挙と政治決戦の舞台が続
きます。
　住民投票の歴史的勝利を力に、国政でも維
新を追い詰めるとともに、今度こそ維新府政・
市政の転換をはかるために総力をあげようでは
ありませんか。

これからの課題と教訓

共同の力―
市民とともに

反対多数の結果を受けての記者会見場

大阪市廃止反対多数が確実となり喜ぶ人たち



2008
2月6日 橋下徹氏が知事就任

2009
4月24日 府議会会派「自由民主党・維新の会」発足

2010
1月12日 橋下徹氏が「大阪都構想」発表
4月1日 府議会会派「大阪維新の会大阪府議会議員団」結成
4月19日 「大阪維新の会」発足

2012
8月29日 「大都市法」可決・成立
9月28日 日本維新の会発足
12月26日 第46回総選挙で日本維新の会が54議席を獲得　安倍内閣発足

2013
2月27日 第1回大阪府・市特別区設置協議会
7月21日 参院選、自民大勝、維新8議席獲得
9月29日 堺市長選。維新候補破れる
10月24日 維新の会が都構想推進本部発足させる

2014
3月23日 橋下市長が、法定協での議論が思うように進まないため、市長を辞職

出直し選挙に立候補・当選。無効票6万7506票
6月27日 維新の会会派が多数になるよう法定協委員を入れ替え
10月27日 「都構想」協定書が府議会、大阪市議会本会議で維新以外の反対多数で否決
12月25日 公明党が、「住民投票まで行く」ことで維新の会と合意、協定書案に賛成の方針に転換

2015
1月13日 法定協で「協定書案」を維新・公明の賛成多数で可決
3月13日 大阪市会で「協定書案」を維新・公明の賛成多数で可決
3月17日 府議会で「協定書案」を維新・公明の賛成多数で可決

4月12日 府議選で維新42議席、大阪市議選で36議席でともに過半数に届かないものの第1党に
4月27日 住民投票告示
5月10日 大阪市をなくすな! 5.10市民大集会＆パレードに5000人
5月17日 住民投票で大阪市廃止反対が多数に。結果を受け橋下氏が政界引退を表明
11月22日 府知事、大阪市長ダブル選。松井知事が202万票を得て再選

衆院議員だった吉村洋文氏が市長に立候補、59万6千票で当選

2017
6月27日 第1回大都市制度協議会（法定協）開催
9月24日 堺市長選。維新候補再び破れる
10月22日 衆院総選挙投開票、大阪19小選挙区での当選者は、

自民10、維新3、公明４、立憲１、無所属１

2018
12月26日 松井知事が府議、市議の任期までに住民投票を行うとの約束を公明党が破り、

法定協での議論を引き延ばしているとして、公明党と水面下で交わした合意書を公開

2016
7月10日 参院選大阪選挙区で維新が２議席獲得

2011
4月10日 大阪維新の会、府議選で過半数獲得、大阪市議会、堺市議会で第1党に
11月27日 橋下氏が知事を辞職してしかけた知事・大阪市長ダブル選投開票

松井一郎氏が知事に、橋下徹氏が大阪市長に当選
12月27日 第1回府市統合本部会議

2019
1月23日 この間の法定協が紛糾
2月2日 松井、吉村両氏が、知事・市長を入れ替わってのダブル選実施を示唆
3月7日 法定協議会で、１１月の住民投票実施を盛り込んだスケジュール案が公明などの

反対多数で否決。松井知事「死んでも死にきれない」
3月8日 松井氏が知事、大阪市長の任期途中辞職と、立場を入れ替えて出馬することを正式表明
3月18日 明るい会、よくする会が知事選で小西禎一氏、大阪市長選では柳本顕氏を

自主的に支援することを発表

4月8日 知事、大阪市長入れ替えダブル選投開票。維新「完勝」、府議会でも過半数
4月21日 衆院大阪12区補選で維新候補当選

5月19日 公明が「総合区」案を取り下げ「都構想」に大枠賛成へと方針転換
6月9日 現職辞職に伴う堺市長選。4年間都構想議論はしないとした維新候補が当選
7月21日 参院選投開票。大阪選挙区では維新が1位、2位で2議席獲得
11月22日 維新と公明、大阪市廃止の制度案で大枠合意

―維新政治 激動の10年間―
広がる「都構想」反対運動
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2020
1月22日 明るい会が「新春のつどい」。立憲民主、社民など野党各党、各界からの参加

3月23日 法定協議会が新型コロナウイルスの感染拡大で4月の「出前協議会」の開催見送り決める

4月2日 明るい会、よくする会がコロナ対策に全力を挙げるよう求めるアピール発表

4月7日 安倍首相、新型コロナウイルス感染拡大で７都府県に緊急事態宣言

4月28日 5月の連休明けに予定していた出前協議会の中止決定

5月21日 新型コロナ対策の緊急事態宣言解除

5月29日 住民投票の11月実施について、松井市長が「最後にやるかどうかは9月に判断する」

6月19日 法定協で「協定書案」維新、公明、自民府議団の賛成多数で可決

7月3日 吉村知事、新型コロナウイルス対策の「大阪モデル」の基準緩和

7月16日 「都構想」賛成、反対で割れる自民党大阪府連が公開討論会開く

7月30日 明るい会、よくする会がアピール発表。「なすべきは『大阪市廃止=都構想』の
『住民投票』でなく、いのちと暮らしを最優先した明日の大阪への転換です」

6月13日 平松元大阪市長ら6氏が市民アピール「コロナ禍を乗り越え、希望ある未来を
切り拓こう～安倍政治でも維新政治でもない、新しい政治を」発表

6月13日 大阪５野党が「政策フォーラム」

6月18日 大阪市をよくする会、松井大阪市長に、大阪市廃止やカジノ誘致でなく、
新型コロナ対策に全力をあげるよう求める個人請願8千人分を提出

9月26日 菅義偉政権発足

9月28日 住民投票説明会始まる。知事、市長のPR一辺倒に「まるでマルチ商法」との批判も

9月29日 市の「都構想」広報番組作成で、職員が「賛成に誘導するための広報だ」と
発言していたことが判明

9月30日 明るい会、よくする会が大阪市に「公正・中立」の立場を逸脱した
「住民投票」広報のあり方に強く抗議

10月1日 明るい会、よくする会が「大阪市なくすな！こころはひとつ10.1ネットワーク集会」開催
サテライト会場などを含め約1,700人が参加

10月10日 「大阪市廃止・都構想反対！」と市民ら700人が御堂筋をパレード(実行委員会主催）

10月12日 住民投票告示。明るい会、よくする会が市役所近く（淀屋橋）で宣伝

明るい会、よくする会が合同代表者会議開催。アピール「大阪市の存続、都構想ストップ！
全構成員の総決起で100万人対話をやりとげ住民投票に必ず勝利しよう！」

10月13日 よくする会発行の日刊ビラ、市内約100カ所で宣伝開始（～10月30日）

10月18日 公明・山口那津男代表が大阪市内で「都構想」賛成の街頭演説

10月21日 明るい会、よくする会が記者会見。アピール「住民投票の折り返し点にあたって情勢と
論戦の特徴、両会の今後の活動について」

10月26日 「毎日新聞」が大阪市4分割でコスト218億円増の市試算を報道。
維新の情報隠しに批判高まる

明るい会、よくする会が合同活動者会議

10月29日 市財政局の市4分割218億円コスト増の試算を松井市長が「ねつ造」とし、
財政局が会見して試算を撤回する事態に

10月30日 明るい会、よくする会、財政局長に試算を撤回させるなどした問題で
大阪市役所内で記者会見

10月31日 JR大阪駅北側で、社民党福島瑞穂党首ら各党、団体による共同街頭宣伝

11月1日 住民投票投開票。大阪市廃止に反対が多数で市存続。松井市長が「政界引退」表明

11月5日 松井市長が、市の広域行政の権限と財源を府に移す「一元化」条例を目指す考え示す

11月6日 吉村知事が、「都構想」の制度案で市から府に移すとした成長戦略など
427事務を中心に「一元化」を検討する考え示す

11月13日 明るい会、よくする会、「住民投票報告集会」開催

11月17日 よくする会、市対連が市役所周辺で宣伝。松井市長は住民投票の結果を守れ

7月31日 法定協、大阪市廃止特別区設置の「協定書」正式決定

8月4日 吉村知事、新型コロナ対策で「うがい薬」発言。医療関係者から抗議、批判相次ぐ

8月11日 大阪市、住民説明会開催を8回にすると発表。5年前は39回実施

8月17日 自民党府連、「都構想」反対方針を決定

8月18日 協定書採択のための臨時府議会、市議会が開会。府民連、市対連が宣伝、要請行動

8月28日 府議会で「協定書」が維新、公明、自民の一部の賛成多数で可決

安倍首相が体調を理由に辞意表明

9月3日 大阪市議会で「協定書」が維新、公明の賛成多数で可決
明るい会、よくする会がアピール、「府議会・大阪市会における大阪『都構想』の
『協定書』議決に抗議する！ 『大阪市廃止・解体』に再びノーの審判を！」

明るい会、よくする会が合同団体・地域代表者会議。
100万人対話、5万回スポットなど呼びかけ

2020

9月7日 大阪市選管が住民投票11月1日投開票を決める。
投票用紙に「大阪市を廃止し特別区を設置する」の文言を明記することに



30 31

　一人ひとりの市民の力の結集で、私の愛する故郷・大阪市が
引き続き存続する。何よりもほっとしている。
　しかし、再び大阪市の財源を狙っている人たちがいる。まだま
だ安心はできない。目を光らせていよう。大阪の経済発展はカジ
ノのあぶく銭ではなく、強い中小企業づくり、起業の支援等々、
まともな経済活動で進めよう。石田 法子さん

弁護士

まともな経済活動で発展を

　2020年11月1日、大阪市廃止分割を問う2度目の住民投票も
反対多数となりました。大阪市をなくしたらあかん、こんなコロナ
で大変な時に住民投票はおかしいと様々な危機感をもたれた市
民一人ひとりの皆さんの底力、行動、連携がこの結果をもたらし
たと思っています。対立と分断は終わりにし、すべての大阪市民
のための大阪市を作っていきましょう。

すべての大阪市民のための市に

尾辻 かな子さん
立憲民主党衆議院議員

　投票日まで、持てる力を精一杯注ぎ込みました。学習会、市
内全会員訪問、街頭宣伝などの様 な々運動は、協会にとって大
きな財産となりました。コロナ禍の中、住民の生命と健康が何よ
り大切です。歯科医療機関を守り、地域医療をしっかりと支える
大阪市にするために、患者さん・会員の先生方と手を携え、一
層努力していきます。

地域医療を支えるため、手を携えて

小澤 力さん
大阪府歯科保険医協会

理事長

　開票速報　ハラハラドキドキ　しかし反対派が土俵際でうっ
ちゃり　大阪市が残った　のこった　反対派も賛成派も　気持
ちを分断することなく　力を合わせて礼儀正しく　ピシッと背筋を
伸ばして　姿勢（市政）をただしましょう

桂 文福さん
落語家

力合わせて姿勢（市政）をただそう

　知事選挙で果たせなかった「大阪市廃止解体」を阻止する再
度のチャンスが住民投票だった。大阪市民、府民を不幸にする

「都構想」の欺瞞を限られた時間の中でどれだけ多くの市民に
届けられるか。多くの政党、市民団体のたたかいに参加させて
いただいた。この勝利を大阪に真の地方自治を取り戻し発展さ
せる新たなスタートにしたい。小西 禎一さん

元大阪府副知事

真の地方自治発展の新たなスタートに

　住民に不利益を与える行政を住民は享受するのか―これを
念押しするのに２度の住民投票が行われた。賛成派は、「詐欺・
瞞着・詭弁・恫喝・利益誘導」など、あらゆる手段を使って、「大
衆煽動」をくり広げた。これに打ち勝つ経験を得たことは、党派
のいかんにかかわらず、大阪市民が共有すべき政治的財産で
ある。桜田 照雄さん

阪南大学教授

この勝利は大阪市民の政治的財産

　１１月１日大阪市廃止の住民投票に見事勝利したのは、まさに目
覚めた市民の力と、政党や団体が、互いにリスペクトし勝ち取った
ものです。
　私たち社民党も微力ながら環状線朝立ち、福島瑞穂党首２度
の来阪で大阪市を無くすなと訴えました。自発的にビラをまき、ポ
スターを持ってスタンディングする市民の力が圧倒的な力の差に
打ち勝ったのです。この力を維新政治の廃止に向けて野党共闘
と市民連合を進めていきましょう。

この力を維新政治の廃止に向けよう

長崎 由美子さん
社民党大阪府連合代表

住民投票活動記録集発刊にあたって各界のみなさんからメッ
セージを寄せていただきました。（見出しは編集部）

メッセージ（50音順）
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　大阪市が廃止されれば市民の生活がこんなに困る！と伝わる
ほど、反対が広がる手応えがありました。大阪市を良くしたい思
いは変革を期待して賛成された方 と々同じです。政令指定都市
の権限と財政をどう使うか、今後は市民の生活を守り、発展す
る大阪市を一緒に作っていきたいです。だから、新たな広域行
政一元化の条例案には反対。宮本 亜紀さん

弁護士

市民生活を守り、発展する大阪市を一緒に

　「なにわの市民革命」というべき動きの結果の否決。誰一人
欠けても勝利はありませんでした。またぞろ制度いじりが画策さ
れていますが、権力を笠に、無理を通そうとすればするほど民
意が離れることを住民投票が教えてくれました。市民同士がつ
ないだ手を離さず、より強め、制度いじりの根を断ち切るまで頑
張りましょう。山中 智子さん

日本共産党
大阪市会議員団長

つないだ手を離さず、根を断ち切ろう

　奇跡的な結果につながった2度目の住民投票を、「大阪・市民
交流会」共同代表として取り組んだ。コロナ禍の中、本当に多く
の市民の自発的な広がりが大阪市を残したと思う。しかし、民意
という言葉を自分都合で使う連中の企みは終わったわけではな
い。今度は場外乱闘を仕掛けようとしている。永久に場外に出
てほしいものだ。

場外乱闘を仕掛ける連中は永久に場外に

平松 邦夫さん
第18代大阪市長

　市民の最高の意思表示である住民投票で、都構想を2回も
否決したことは画期的です。
　大阪市民に改めて敬意を表します。ところが、維新は市民の
意向を無視し、広域行政一元化条例を画策し、維新の国会議
員は3度目の住民投票を目指すと公言しています。都構想の否
決にとどまらず、維新政治そのものの転換が必要だと思います。中山 徹さん

奈良女子大学教授

都構想否決にとどまらず、維新政治の転換を

　この住民投票は、平松さんと共に支持政党や思想、信条を越
え、都構想に反対というワンイシューで市民の皆さんとたたかい
抜きました。寄付金総額306万円、作成したチラシ60万枚、の
べ550名強の皆さんと共に駆け抜けました。新たな市民の時代
への一歩が始まったと思います。

中野 雅司さん
大阪・市民交流会共同代表

新たな市民の時代への一歩に

　no sideって描いたけど。元 な々にも同じとこに住み生きるみな
でたたかうことなんか望んでいません。みな垣根なくお互いさん
でやってるんです。そこにわざわざ火種作って煽るやりかたに憤
ります。

長谷川 義史さん
絵本作家

火種作って煽るやり方に憤り
　「11.１住民投票」の結果、大阪市存続が決まったことにホッ
としています。大阪市は市制施行が130年余、政令指定都市
移行後64年の近代都市ですが、豊臣時代の城下町以来400
年を超す長い歴史と伝統を持つ世界に知られた大都市です。
市民の誇りと愛着も深く、現制度を活用したもっとまともな市政
への改善こそ課題です。府への「広域一元化」など許してはな
りません。

現制度を活用し、まともな市政へ

渡辺 武さん
元大阪城天守閣館長

住民投票活動記録集発刊にあたって各界のみなさんからメッ
セージを寄せていただきました。（見出しは編集部）メッセージ

（50音順）
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明るい会・よくする会の宣伝物

明るい会 機関紙857号

「都構想」学習パンフレット（明るい会 機関紙856号）

告示前

ビラ 425号／A4版下版

ビラ 426号／A4版下版

ビラ 427号／A4版下版　カラー版／K版

ビラ 428号

ビラ 429号

「都構想」学習パンフレット 856号

ビラ 857号

事前宣伝物

まるわかりパンフ

10.1集会報告ビラ

対話用リーフ

まるわかりパンフなど

保育向けビラ 430号

市営住宅向けビラ 431号

青年向けビラ 441号

分野別ビラ

日刊ビラ① 433号

日刊ビラ② 434号

日刊ビラ③ 435号

日刊ビラ④ 436号

日刊ビラ⑤ 438号

日刊ビラ⑥ 439号

日刊ビラ⑦ 440号

日刊ビラ⑧ 442号

日刊ビラ⑨ 443号

日刊ビラ⑩ 445号

日刊ビラ⑪ 446号

日刊ビラ⑫ 447号

日刊ビラ⑬ 448号

日刊ビラ⑭ 449号（最終号）

日刊ビラ

全戸ビラ 858号

折込ビラ1弾 432号（告示前）

本番用全戸ビラ 437号

折込ビラ2弾 444号
3月6日

5月28日

6月26日

7月22日

9月4日

（2019年）11月26日

4月28日

10月1日

10月7日

10月26日

10月4日

10月8日

10月21日

10月13日

10月14日

10月15日

10月16日

10月19日

10月20日

10月21日

10月22日

10月23日

10月26日

10月27日

10月28日

10月29日

10月30日

全戸・折込ビラ

都構想・住民投票問題プラスター 2口

大阪市廃止反対プラスター 4口

シールアンケート用プラスター

都構想反対（住民サービス低下）プラスター

日刊ビラ配布中プラスター

桂文福・渡辺武A1プラスター

最終版（投票門前宣伝用）プラスター 3口

Twitterサイズバナー 9種

バナー人物 4種

特設サイト・YouTubeチャンネル

プラスター、バナー、WEBなど

未来をつくろうポテッカー 2口

都構想反対のぼり 3口

大阪市廃止反対のぼり

住民投票「反対」ハガキ

おみくじ（名刺）ビラ

横断幕

都構想=大阪市廃止反対マグネットシート2種

宣伝用ポスター 2口（カジノ／コロナ）

7月14日

9月14日

10月3日

10月9日

10月10日

10月24日

10月28日

（2019年）11月26日

9月15日

10月1日

10月6日

10月6日

10月9日

10月10日

4月28日

グッズ

発行日

発行日

発行日

発行日

発行日

発行日

発行日

記載のないものは2020年

9月11日

10月9日

10月17日

10月24日
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よくする会 機関紙429号

よくする会 機関紙428号

事前宣伝物

よくする会 機関紙425号

よくする会 機関紙427号

よくする会 機関紙426号
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まるわかりパンフ

10.1集会報告ビラ

対話用リーフ
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分野別ビラ

保育向けビラ
（よくする会 機関紙430号）

市営住宅向けビラ
（よくする会 機関紙431号）

青年向けビラ
（よくする会 機関紙441号）

日刊ビラ

日刊ビラ① （10月13日号）

日刊ビラ③ （10月15日号）

日刊ビラ⑤ （10月19日号）

日刊ビラ② （10月14日号）

日刊ビラ④ （10月16日号）

日刊ビラ⑥ （10月20日号）
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日刊ビラ

日刊ビラ⑦ （10月21日号）

日刊ビラ⑨ （10月23日号）

日刊ビラ⑪ （10月27日号）

日刊ビラ⑧ （10月22日号）

日刊ビラ⑩ （10月26日号）

日刊ビラ⑫ （10月28日号）

日刊ビラ⑬ （10月29日号）

日刊ビラ⑭ （10月30日号）



44 45

全戸・折り込みビラ

折り込みビラ 第一弾 （よくする会 機関紙432号）

全戸ビラ  （明るい会 機関紙858号）

折り込みビラ 第二弾 （よくする会 機関紙444号）

本番用全戸ビラ（よくする会 機関紙437号）
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プラスター

都構想・住民投票問題

大阪市廃止反対

住民投票問題

シールアンケート用プラスター

最終版（投票門前宣伝用）

渡辺 武 A1版 桂 文福 A1版
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Twitterサイズ ヨコ型バナー 9種

バナー・WEBなど

人物・要求別バナー 4種
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YouTube
都構想って
おかしいんちゃう！？
住民投票について
考えよう ch

特設サイト
https://thinktokousou.jp/

未来をつくろうポテッカー

都構想反対のぼり 大阪市廃止反対のぼり

未来をつくろうポテッカー

グッズ
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大阪市廃止反対ハガキ

おみくじ（名刺）ビラ

都構想=大阪市廃止マグネットシート

宣伝用ポスター 宣伝用ポスター

長谷川氏イラスト
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他政党、団体、個人などの宣伝物

JCP大阪 市内折り込み361号（日本共産党大阪府委員会）

JCP大阪 政策ポスター（日本共産党大阪府委員会）

JCP大阪 市内折り込み361号（日本共産党大阪府委員会） 障害者（児）を守る全大阪連絡協議会 きょうされん大阪支部

大阪府保険医協会 都構想パンフ大阪民主医療機関連合会パンフレット

大阪商工団体連合会新聞 都構想反対特別号JCP大阪 市内折り込み363号（日本共産党大阪府委員会） 「健康の友」号外

大阪商工団体連合会プラスター

呼びかけ版下 衛生都市版

大阪市学童保育連絡協議会チラシ

呼びかけ版下 大阪府外版

自由法曹団大阪支部 「都構想ってなに」
大阪府保険医教会 都構想リーフ
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「大阪どーなる！？」バナー

「大阪どーなる！？」バナー

「大阪どーなる！？」バナー 「大阪どーなる！？」バナー
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あかたちかこ 氏
（思春期アドバイザー）

桂文福 氏
（上方落語協会理事）

松尾貴史 氏
（俳優）

ラサール石井 氏
（タレント・俳優）

釈 徹宗 氏
（宗教学者・僧侶）

石田法子 氏
（弁護士）

桂 あやめ 氏
（落語家）

小林万里子 氏
（ブルース・シンガー）

仲岡しゅん 氏
（弁護士）

内田 樹 氏
（神戸女学院名誉教授）

木津川 計 氏
（上方芸能評論家）

大阪革新懇
Yahoo!バナー

保志 学 氏
（放送作家・演芸評論家）

有栖川有栖 氏
（作家）

豊竹咲寿太夫 氏
（文楽「太夫」）

寮 美千子 氏
（作家）

バナー関係
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共同闘争ニュース 第１号〜第40号まで発行されました
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政策宣伝ニュース 第１号〜第43号まで発行されました
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維新の会・公明党の宣伝物

【手配りビラ】「11月1日の投票は賛成を」

【号外】維新プレス 都構想で大阪の住民サービス
はよくなっていきます！！

【号外】維新プレス みんなに感謝 みんなで前へ

【号外】維新プレス 都構想が実現すれば
ムダがなくなり住民サービスが向上

【号外】維新プレス 都構想の意義について

【手配りビラ】 大阪市の住民サービスはよくなって
いきます！！

【号外】維新プレス 都構想反対派
のデマが多発しています

【号外】維新プレス 都構想反対派
のデマが多発しています

【号外】関西公明ジャーナル
公明党は都構想に賛成です
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投票公報（反対派） 投票公報（反対派）
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投票公報（維新の会） 投票公報（維新の会）
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　大阪府議会（8月28日）、大阪市会（9月3日）は、大
阪市を廃止し４つの「特別区」に解体する「協定書」を
議決しました。この結果、60日以内に大阪市の廃止・
分割を問う「住民投票」が再び行われることになります。
　私たちは7月30日、新型コロナ感染が再び拡大する
もとで、大阪府、大阪市に対して、医療体制の充実、
少人数学級の実施、公立病院や保健所の機能の充
実と人員体制の拡充を求めてきました。さらに「大阪市
を廃止する協定書の採決を止め、コロナ対策に全力
を！」の陳情署名44,008筆を大阪市会に提出しました。
大阪では新型コロナ感染拡大による死者が8月には62
人にのぼり、いのちが脅かされているなか、「協定書」
の議決を強行した維新の会と公明党、一部の自民党
府議に対して、満身の怒りをもって抗議するものです。

住民サービスは必ず低下する
　大阪市を４つの特別区に分割すればスケールメリット
がなくなり必ず経費が増大します。法定協議会に出さ
れた資料には新庁舎建設を先送りしても初期コスト241
億円に加え、毎年30億円のランニングコストという無駄
な経費が必要になります。さらに、職員増は少なく見積
もっても年21億円～ 26億円の支出増です。一方、特
別区の一般財源は大阪府に多く吸い上げられるため3
分の１に縮小し、大阪府から「お小遣い（調整交付金）」
をもらう従属団体となってしまいます。しかも、国からの
財源の地方交付税は特別区に必要な年額を約200億
円下回ってしか交付されないため収入減は確実です。
その結果、住民サービスの切り捨てが起こります。

住民に説明が出来ない中で、
「住民投票」を実施することは法の
主旨に反し、民主主義を否定するもの
　議決された「協定書」は、自治体の体をなしていない

「合同庁舎」、災害対策をも困難にするバラバラの職
員配置など、前回案以上にひどい内容です。それを
糊塗するための新たなゴマカシが行われています。
　それは４つの特別区に分割した際の財政シミュレー
ションです。当初のシミュレーションは、コロナ禍以前の
もので「使い物にならない」との批判があったことから、
8月11日に「更新版」が出されました。

　その内容は、①コロナによる支出・税収の動向は「試
算は現時点で困難」だとしてコロナ禍の影響を反映せ
ず、②大阪メトロは昨年の黒字から今年第１四半期が
赤字なのに、昨年の数字を使って納入金などが年71
億円などと前のシミュレーションよりも増額する、③市営
プール・スポーツセンター・老人福祉センターなどの廃止・
削減による「改革効果」を盛り込むなど、「住民サービス
維持」がまったくのウソであることが判明しています。こ
れで「大阪市を廃止しても収支不足は生じない」という
のは、市民を騙すものです。正しい情報を市民に提
供する義務を持つ府・大阪市の責任は重大です。
　「大都市特別区設置法」は、「協定書の内容につい
て分かりやすい説明」を義務付けています。5年前に
は39回開催した住民説明会が、今度は8回しか開催
しないなど、住民に対する説明はまったく不十分です。
　130年の歴史をもつ大阪市の廃止を問う「住民投
票」がこのように市民の権利である「情報開示」「住民
参加」のいずれも阻害されるなかで実施されることは民
主主義の否定と言わなければなりません。

大阪の未来は私たちの手で
　維新は大阪「都構想」で「大阪の成長をスピードアッ
プ」すると言いますが、成長の中身をカジノ・ＩＲやイン
バウンドの増加としています。これらはコロナ禍によって
ことごとく見直しが求められるビジョンです。
　私たちがポスト・コロナを展望した時、これらのビジョ
ンからの大転換が求められます。今、必要なことは
PCR検査の抜本的拡充など、感染拡大を収束させる
手段を強化することです。そして公務公共職場を中心
に、人も予算も投入すべきではないでしょうか。子や
孫に安心して住める大阪を届けたいとの願いを実現す
るために、私たちが提起した「なすべきは『大阪市廃
止＝都構想』の「住民投票」ではなく、いのちと暮らしを
最優先した明日の大阪への転換です」（7月30日）によ
る議論をよびかけます。
　大阪の未来は私たちの手でつくる。この決意を固め、
来たる「住民投票」で必ず勝利し、再び大阪「都構想」
ノーの審判を下すため、全力でたたかおうではありま
せんか。みなさん、ご一緒に頑張りましょう。

大阪市をよくする会
事務局長　福井 朗

明るい民主大阪府政をつくる会
事務局長　荒田 功

2020年9月4日府議会・大阪市会における大阪「都構想」の
「協定書」議決に抗議する！
「大阪市廃止・解体」に再びノーの審判を！

はじめに
　10月12日に告示された「住民投票」は投票日まであ
と10日となり、折り返し点を迎えました。「大阪市をよく
する会」と「明るい民主大阪府政をつくる会」は、現在
の状況と「論戦」をどう見るか、さらにまた、勝利への
展望がどこにあるかを明らかにし、逆転勝利をつかむ
活動を、すべての構成員と「大阪市なくすな！」の一点
で共同するすべての市民のみなさんに訴えるものです。

１. 序盤の様相について
❶維新の会と公明党は大阪市民を欺いている

　今回の住民投票で維新陣営は、「都構想」賛成に
回った公明党とともに、「大阪市役所ぐるみ」ともいえる
行政の私物化を行っています。大阪市廃止＝「都構
想」に反対する意見や批判をすべて「デマ」と称して封
殺し、「投票公報」では協定書にも書かれていない「さら
に住民サービスを充実」（維新も公明も）などと記載し、
一貫して大阪市民を欺こうとしています。また、他市
からの議員・運動員を動員し、何が何でも「数の力」
で押し通そうと必死です。私たちは、このことをいささ
かも軽く見ることはできません。
しかし同時に、維新の会の「おごり」は、大きな矛盾と
反発に直面しています。公明党の４つの要求を取り入
れた今回の協定書には「住民サービスの拡充」を書き
込むことは出来ませんでした。「特別区設置時には維
持」と書かれていますが、その後は「維持に努める」と
の「努力目標」があるだけです。
テレビ討論で「住民サービス」問題が指摘されると、公
明党議員は論点をすり替え、大阪市廃止＝「都構想」
に反対する共産党への攻撃でかわそうとしています。
これは、前回から態度を180度変えた公明党への批
判が強いことのあらわれです。
公明党支持層ではなお「反対多数」といわれています。
その引き締めのために、10月18日には山口代表を大
阪入りさせました。街頭演説には「三色旗」と「さよなら
公明党」ボードをかかげた創価学会員の方が抗議の
意思を示していました。
❷目に余る維新の会の市政私物化

　さらに、「市役所ぐるみ」の問題では、維新の会のビ

ラに「デマ」に対して「公平な立場で」「大阪市の職員
がていねいにお答えいたします」と、「副首都推進局」
の電話番号を掲載して配布しています。

「よくする会」「明るい会」両会で副首都推進局に経緯
をただし、２度にわたる記者会見をおこない、メディアも
「市役所としての逸脱を批判」ととりあげています。こ
れに対して松井大阪市長は「問題ない」と一蹴し、また、

「都構想推進が大阪市の立場」と開き直っています。
大阪市当局が、住民投票の中立性・公平性を築く責
任と義務を放棄していることに強く抗議するものです。
❸「よくする会」「明るい会」の奮闘

　「よくする会」「明るい会」両会は、大阪市廃止＝「都
構想」を判断するための必要な情報が圧倒的に不足
している中で、市民に正確な情報を伝える「住民投票
まるわかりパンフ」(140万部)の配布と、連日100カ所
での「日刊つくろう未来ビラ」配布などに全力でとりくん
でいます。
　「まるわかりパンフを知り合いに配りたい」「店に置く
から１０枚チラシが欲しい」などの声がかかっています。

（城東区）また、「税金を使った大阪市のパンフレットは
推進派の主張だけで不公平」という男性が街頭で募金

（淀川区）などの経験も広がっています。
　当初は「圧勝」をもくろんでいた維新の会。その思惑
を崩し、「大阪市を廃止するのか、活かすのか」、市
民を二分するたたかいに持ち込んでいることは、大阪
市民の良識と両会の全力をあげた奮闘、共同する市
民諸団体の努力によるものです。

２. 論戦の特徴と３つの焦点
❶「大阪市の廃止か、それとも
　　130年の歴史をもつ大阪市の存続か」

　松井大阪市長らは、昨年のダブル選挙まで叫んで
いた「大阪市の廃止はウソ」とは、いえなくなっていま
す。私たちは、今回の住民投票は「大阪都にするか
どうか」でなく、「大阪市を廃止するかどうか」の選択で
あることをさらに広げます。
❷「権限・財源を奪われた中で住民サービス
　切り捨てか、大阪市の力を生かし拡充か」
　維新の「住民投票公報」では、にわかに「住民サー

住民投票の折り返し点にあたって

情勢と論戦の特徴、
両会の今後の活動について（アピール） 大阪市をよくする会

事務局長　福井 朗

明るい民主大阪府政をつくる会
事務局長　荒田 功

2020年10月21日
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ビスの充実へ！！大阪の未来を守る！」と打ち出しました。
しかし、それができるのは大阪市を残し、活かしてこ
そです。何よりも、大阪市を廃止し、「特別区」にしたら、
その財源は「府」に吸い上げられ、コストは１,３００億円

（１５年）かかるうえ、国の交付税も２００億円減らされ
ます。「充実」の財源はでてきません。
❸「コロナ禍でもなおカジノ、インバウンド頼みを続け
　るのか、命と福祉、暮らし第一へ転換するのか」

　また「公報」では、コロナ禍で頼みの綱の「カジノ」（Ｉ
Ｒ）誘致も破たんし、「大阪の成長を止めるな」のスロー
ガンも消え、「未来」が語れなくなっています。

「今回の協定書はバージョンアップ」ともいいますが、
「住民サービス」問題に加え、まともな自治体とはいえ
ない「中之島合同庁舎」案をだすなど、破たんあらわ
です。
　維新は、これをごまかすため、「二重行政の過去に
戻すな」とか、「府市一体で成長してきた」「コロナ対策
もバーチャル大阪都」など虚構の宣伝をくりひろげてい
ます。しかし、旧ＷＴＣビルなどは、一重でも二重でも
誤った政策であり、逆にコロナ対策をはじめ医療、福
祉などは二重にも三重にも必要なものです。一つ一つ
真実の情報を市民に届け、ともに打ち破っていきます。
大阪市を残し、大きな財源を市民のために活かしてこ
そ、「医療・保健所の体制整備」「子ども医療費の窓口
負担ゼロ」「２０人学級」「介護保険料と国民健康保険
料の値下げ」「中小企業支援の予算を倍増」などがで
きることを堂 と々打ち出していきます。

３. 勝利をつかむ展望―広範な
　　市民の良識と共同にこそ
❶市民の良識の力が大阪を守る
　勝利の展望は、何よりも１３０年の歴史をもつ「大阪
市をなくしてはならない」という大阪市民の熱い思いと
良識にあります。維新の会や公明党側の矛盾は広く大
きいものです。真実を一つ一つ伝えるなら必ず打ち破
れます。そのために幅広い市民との共同と、「よくする会」

「明るい会」両会の全構成員の総決起こそが最大の
カギを握ります。
　「市民１００万人対話」を必ず成功させましょう。「ま
だ決めていない」という市民、「情報不足で悩んでい
る」市民、「なんとなく賛成」という市民の方々すべてに
働きかけ、「反対」の輪を広げに広げましょう。

❷好評「まるわかりパンフ」やテレビ討論も注目を！

　「まるわかりパンフ」が好評です。真剣に考えてもらう

ために一人でも多くの方に手渡してください。両会発
行の機関紙に加えて、新たに著名７氏の「大阪市をな
くすな」コメントと「住民サービスの充実へ！！大阪の未来
をひらく。それは『大阪市』を残し、活かしてこそ」と私
たちのプランを描いたビラを作成します。
　最終盤、連日のように開かれ、その対比がくっきりす
るテレビ討論、公開討論を注目してください。お茶の
間でも大きな話題にしていきます。
　平日は毎日、市内１００カ所で新しいビラを配布する

「日刊つくろう未来」作戦を最後までやりとげましょう。
駅前や路上での対話も積極的に取り組みます。そして、
女性層、無党派層への働きかけを意識し、「スーパー
前」「商店街」「公園」などの宣伝・対話を重視します。
ＳＮＳでの発信、住民投票「特設サイト」など「ネット作
戦」をさらに広げます。

❸「明るい会」「よくする会」団体・地域
　活動者会議の開催

　10月26日（月）午前10時から、エル・おおさか大ホール
（エル・シアター）で両会の決起集会を開きます。ラスト1
週間の行動提起と住民投票勝利への決意を固めます。

❹私たちは大阪市を廃止させない！
　『みおつくし大作戦』

　最終盤にあたって、100万人対話運動を軸に反対
の世論を広げるため、平日の休暇行動を提起し最大
の行動をつくります。

おわりに
　大阪の新たな歴史をつくるたたかいに勝利しましょう！
大阪を愛する市民のみなさんと、このたたかいを激励・
支援していただいているすべてのみなさんともに、大阪
市の廃止・分割を阻止し、住民本位の大阪をつくろう
ではありませんか。「よくする会」「明るい会」のすべて
の構成員のみなさんの総決起をよびかけるものです。

以上

　11 月1 日に投開票が行われた「大阪市廃止・特別
区設置」の是非を問う住民投票は、約1 万７千票の差
で「反対」が多数となり、大阪市の存続が決まり制度案
は廃案となりました。
　この間、長きにわたり大阪市廃止＝「都構想」反対の
たたかいに大奮闘された団体・地域連絡会のみなさん、
立場を超えて大阪市の存続のために活動されたすべ
てのみなさんに心から感謝いたします。同時に、私たち

「よくする会」「明るい会」のよびかけに共鳴をいただい
たことに心から敬意を表します。
　今回の勝利は、大阪市の存続か廃止かという将来
の命運を決める問題について正面から向き合い、大阪
市を守り活かそうと考えた市民の良識の力が発揮され
た結果です。
　今年の冬から始まったコロナ禍のもとで、明日の暮ら
しに不安を感じながらも、多くの市民が大阪市の将来
を考えたことは、明日の大阪をつくる希望の光と
なるでしょう。

　私たちは住民投票によってもたらされた「対立と分
断」を乗り越え、今回、賛成票を投じた人々の要求も
受け止め、市民が一丸となって暮らしや福祉、景気回
復、コロナ対策など日々 の生活の安心を実現するため
に力を尽くすものです。
　一方で、「都構想」推進に偏った「説明パンフ」や住
民説明会など住民投票の中立・公正性が損なわれた
ことについては、投票の結果だけでなく、そのプロセ
スも検証されなくてはなりません。さらに、反対派の意
見を「デマ」と誹謗・中傷し続けた維新の会の言動も批
判されるべきと考えます。
　開票後の記者会見で松井氏や吉村氏は「都構想」
の再挑戦はないと言明しましたが、カジノ（ＩＲ）や大規
模開発など課題は山積みです。
　住民投票は終わりましたが、これから新たなたたか
いが始まります。私たちは住民のみなさんと手を携え、

「暮らし最優先」の大阪を実現するために引き続き
頑張ることを決意するものです。

以 上

　11月1日の住民投票まであと5日となりました。「よくする会」
のみなさん、「明るい会」のみなさん、そしてコロナ禍にも関
わらず、全国各地から支援をいただいているすべてのみな
さんに心から敬意を表します。
　猛暑の中、宣伝カーを走らせ、ビラをまき、マイクを握り、
路地裏での対話を重ねて「大阪市をなくしたらあかん！」と訴
えてきました。幾度となく両会合同会議を開き、団体と地域
の決起をつくりだしてきました。そして、10月1日に開催した「大
阪市なくすな！心はひとつネットワーク集会」は、オール大阪
の連帯と共同を確かにし、決意を固めるものになりました。
　みなさんの頑張りの数だけドラマが生まれ、草の根から
の運動や共同が広がっています。１か月前の調査では大
阪「都構想」の賛成が多数でしたが、みなさんの大奮闘に
よって賛否伯仲の状況に追い上げています。
　これからの5日間。大阪市の命運を決める最後の勝負の
５日間です。私たちの運動と「論戦」が大阪市民の中に浸
透しつつあります。これに対して維新陣営は「ウソ」と「ゴマ

カシ」で市民を欺き続けています。対話をすれば「反対」に
なる。事実を知れば「反対」となる100万人対話運動を緩
めず、投票日の最後までやり抜くことを訴えます。
　「みおつくし大作戦」は、これまでの行動量を倍加し、最
後まで勢いを増すための提起です。休暇行動を積極的に
組織しましょう。投票日当日も投票所前宣伝や宣伝カー運
行、棄権防止活動など最大の行動にむけて力を尽くしてく
ださい。また、支援カンパもお願いします。
　なによりも、両会の各団体や地域連絡会のすべての仲
間がこの歴史的たたかいに参加することが大切です。一
人ひとりの構成員を信頼して訴えましょう。
　私たちが勝利し、大阪市の廃止を阻止するためには、
事実を市民に伝え、投票所に足を運んでもらう以外にあり
ません。維新を凌駕する最大の行動を作り出し、必ず勝
利しましょう。新しい大阪へ、再生の道へ歩みだすために。

以 上

大阪市をよくする会
事務局長 　福井 朗

明るい民主大阪府政をつくる会
事務局長　荒田 功

2020年11月2日11・1「大阪市廃止・特別区設置」住民投票の結果について（声明）

「市民の良識」が大阪市廃止を再び否決！ 
明日の大阪をつくる希望の光へ

檄
大阪市廃止・分割に反対し、住民投票をたたかうすべてのみなさんへ
市民の良識を信じて、あと5人、10人の「対話」を広げ勝利しよう！

2020年10月28日
大阪市をよくする会

明るい民主大阪府政をつくる会
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新聞論評

朝日 2018年12月27日

毎日 2018年12月27日

毎日 2019年1月23日

読売 2019年4月8日 　　 毎日 2019年5月19日
読売 朝日 2019年5月21日

産経 2019年2月9日

日経 2019年10月11日

毎日 2020年7月4日

毎日 2020年8月8日

日経 2020年8月1日

読売 2019年10月25日

毎日 2020年4月8日

毎日 2020年8月7日
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毎日 2020年8月28日

大阪日日 2020年8月19日

読売 2020年9月5日

朝
日 

２
０
２
０
年
８
月
29
日

毎
日 

２
０
２
０
年
９
月
４
日

産経 2020年8月18日 読売 2020年9月8日

読売 2020年9月30日 大阪日日 2020年10月11日

大阪日日 2020年10月13日 読売 2020年10月19日

大阪日日 2020年9月28日
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毎
日 

２
０
２
０
年
10
月
26
日

朝日 2020年10月27日

産経 2020年11月2日

朝日 2020年11月2日
朝日 2020年10月30日

産経 2020年11月2日

毎日 2020年11月7日

朝日 2020年11月11日

日経 2020年11月6日
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　「マルチ商法まがい」とまで言われた大阪
市の住民説明会など、行政が「都構想」の
利点ばかりを宣伝することに疑問を感じた
市民が、「『都構想』には賛成だが、反対し
ている人の意見も聞きたい」「メリット・デメ
リット両方聞きたい」と「よくする会」や「明る
い会」の人たちが宣伝していると、情報を
求めに来る人の姿が各地で相次ぎました。
　両会の事務所には、「大阪市をなくしたく
ない。何かできないか」、「ビラをまきたい」
と若者が相次いで来所。暑い時期からシャ
ツに汗をにじませて一軒一軒ていねいにビ
ラをまき、「また来ます」。
　「まるわかりパンフ」をみた市民から電話
がかかり、「親の介護などで時間がとれない
が維新に腹が立つ。なんでもする」と。地
域の連絡会事務所を紹介し、時間の都合
のつく範囲で行動に参加してもらうこともあ
りました。
　世論調査にも現れたように、市民の意識
の変化、運動の変化、共同の広がりを実
感した住民投票でした。
　住民投票の勝利は２０１５年５月に続き２
度目。５年前にも記録集を発行しており、
今回は「２号目」です。
　宣伝物やまとめの記事、年表、新聞記
事、各界からのコメントなど、紙幅の都合
もありましたが、できるだけ記録集に反映
するようにしました。

　11月1日、住民投票で大阪市反対が多
数となり、すべての市民が力を合わせて、
よりよい大阪への取り組みをスタートさせよ
うとした矢先でした。投票日の４日後、松
井氏らは、大阪市の広域行政の権限と財
源を府に集中する「広域一元化」や大阪市
を８つに分割する「総合区」を、条例で目
指すと表明しました。
　住民投票で示された民意に真っ向から背
くものです。しかも、新型コロナ「第３波」
の感染が急拡大している時期。「維新は次
の看板政策を掲げて党の求心力を保つ狙
いがある」（「日経」12月7日付）のなら、
維新の会には府民や市民のくらしのことな
ど、全く見えていないのではと思ってしまい
ます。
　新代表を選ぶ維新の会全体会議（11月
21日）で、松井、吉村両氏は新型コロナ
対策にはまったく触れずじまい。吉村氏は
「ワン大阪をめざす。３度目の挑戦はしな
いといったが、『都構想』（住民投票）は手段
ですから。手段はこれからも残る」と言い
放ちました。
　「広域一元化許すな」、「制度いじりより
コロナ対策を」―。各地域では、すでに取
り組みが始まっています。
　維新政治に終止符を打ち、次の記録集
は、「維新政治に引導を渡した闘いの記録
集」になるように―。

編集後記

（明るい会・よくする会政策宣伝委員会）


